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「樫の木文化資料館」と佐藤一英 第83回友歩会 2019．12．7

ふるさとに帰って十年、老いの心境をきかれて

「わが聞く声は２万年の かなた過ぎこし かしの木の 森深くいて 喜びに 呼ばう人声

われの言葉に聞き入るは ２万年のはるかゆくすえ はてしない 砂漠に立って

耳開く １本の杖」 （佐藤一英生誕１２０年記念、樫の木文化資料館50周年記念

『２１世紀は、「カシ（樫）の木」が人類を救う ＝詩人佐藤一英の「樫の木文化論」＝』

著者、田内雅弘 p47より） 田内さんは、同書で「21世紀は「自然と人間との共存することの

大切さ」を訴えた一英さんの思想が開花する時代です。」と解説しています。


